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第1回 オリエンテーション； 
保険の種類、基本用語・当事者     

 
    1 オリエンテーション 
 
    2  保険の種類 
 
    3  基本用語・当事者 
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ねらい 
 

1 オリエンテーション 

・保険の機能・役割を理解 
  保険を単なる取引でなくシステムあるいは事業として捉える 
・保険の原理・メカニズム、保険事業の構成、保険の機能につい

て説明 
  →保険に関する事象を自分で考察できることを目的 
 

（１） 保険論のねらいと組み立て 

組み立て 歴史的展開 
 長い歴史のなかに原型・原理を見いだせる 
国際比較 
 日本の特徴の理解、保険システムの多様性 
近年の変化・進化 
 大災害・金融技術の進展・金融危機など 

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各回のキーワード
1. オリエンテーション；保険の種類、用語・当事者
－生命保険・損害保険と民間保険・社会保険、保険料・保険金、被保険者
2. 保険システムの利用被害者救済の保険・社会政策のための保険システム
－自動車損害賠償、被害者救済、賠償金・補償金、強制保険
3. 保険システムの発展：冒険貸借から近代化・現代の変貌まで
－海上保険、リスク負担・リスク移転、保険数理
4. 保険システムの発展：日本における保険事業の発展
－先進国からの導入、戦後復興、保険会社破綻・契約者保護制度
5. 保険の仕組み：大数の法則・保険料の算出・危険選択
－偶然な事故、過去の統計、将来の保険金支払
6. 保険の仕組み：リスクマネジメント・再保険・金融と保険の新しい関係
－リスク分散、グローバル市場、銀行・保険会社の共通性
7. 保険市場の当事者・民間保険事業の基本構成と保険類似制度
－集団形成、危険選択、不当利得排除
8.世界の保険市場・保険事業：多様な市場構造と事業モデル
－第三分野、成熟市場、保険の基本原理の普遍性、保険商品の共通性
9. 生命保険の事業構造
－三利源の仕組み、生命保険事業が持つ特有の収益構造
10. 生命保険の新商品開発
－商品開発の実務、少子・高齢化を背景とした生保商品の新しい流れ
11. 生命保険のマーケティング
－ニューチャネル、生保の最新のマーケティング事情
12. 保険事業に対する規制の必要性と方法
－情報の非対称性、保険金支払能力、責任準備金
13. 保険事業における二つの機能と収益構造
－保険引受損益、資産運用収益、保険契約準備金
14. 保険の原理と保険の事業モデル－まとめ
－リスクの移転・分散、問題解決の手段としての保険
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1 オリエンテーション 

9. 保険の仕組み―保険募集の意義、 
  保険事業の機能・収益構造 
10. 世界の保険市場・保険事業  
   多様な市場構造と事業モデル         
11. 保険事業に対する規制の必要性・ 
   方法・効果                  
12. 生命保険の新商品開発 
13. 生命保険のマーケティング  
14. 保険と金融の関係  
    中世から現代までの変遷 

1. オリエンテーション；保険の種類、基本用語・当事
者   

2. 民間保険の種類と保険市場の当事者・保険類似
事業   

3. 保険システムの利用－被害者救済の保険・社会
政策のための保険システム 

4. 保険システムの発展―冒険貸借からロイズまで 
リスクを引き受ける仕組み 

5 .保険システムの発展―近代的保険事業の誕生と
現代の変貌             

6. 保険システムの発展―日本における保険事業の
導入と発展 

7. 保険の仕組み―大数の法則・保険料の算出・危
険選択      

8. 保険の仕組み―リスクマネジメントと再保険  

(２) 14回の予定 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日程
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１ オリエンテーション 

試験：二つのレポート（中間・最終） 
・①中間：第１回から第６回までの講義で取り上げた項目の中から自分で項目を選択し、
その項目について理解したこととその項目に関する自分の考察（単なる感想ではなく）をレ
ポートにして第７回以降の授業時に提出 ・②最終：第１回から第１３回までの講義で取り
上げた項目の中から自分で項目を選択し、その項目について理解したこととその項目に
関する自分の考察（単なる感想ではなく）をレポートにして最終回に提出。レポートのテー
マは、講義で取り上げた範囲に限る。直接関係しないテーマは不可。 
評価：第１回から第６回までのレポートを３０％、第１回から第１３回までのレポートを７０％
で評価。講義各回で記入され提出されたクイズの回答のうち、優れたものは前述に更に
加点。 

・授業方法は講義が中心 
  生命保険について実務家をゲストスピーカーとして招く 
・回答用紙兼質問用紙 
  回答用紙兼質問用紙を配布し、簡単なクイズに対する回答質

問を記入して提出。次回にクイズの回答・質問に関して解説 
・配付資料は、損保ジャパン総研ＨＰに収録予定 

（３） 授業方法、試験評価 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
参考書1
　下和田功編『はじめて学ぶリスクと保険』第3版
　　有斐閣ブックス 2010年 ISBN 978-4-641-18385-8 　定価本体 2700円
参考書2
　米山高生『物語で読み解くリスクと保険入門』
　　日本経済新聞出版社 2008年 ISBN 978-4-532-35339-1　定価本体 1600円

レポートの留意点
　　理解をしたことを記すこととしているが、講義の際の説明に同意する必要はない。講義の説明と異なる見解が有る場合には、講義の説明について理解した点を記した上異なる意見を記すこと。
　  インターネット上のリソースのコピーはしないこと。コピーであることが解った場合は減点対象になる。
　　考察は感想ではない。考察には対象の分析と自己の見解を支える根拠を示す必要がある。こうあってほしい、こうだと良いとの願望、およびこれが解りましたとの記述は、感想であり、評価の際に考察とは見なさない。考察が、講義の際に説明した内容・見解と異なっていても全く問題はない。論理的かどうかが問題である。
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2  保険の種類 
(1) 保障・補償の金銭給付 

保険の基本： 偶然な事故にあった場合に保険会社が金銭給付 

保障： ある状態がそこなわれることのないように、保護し守ること（大辞泉） 

補償：  損失を補ってつぐなうこと（大辞泉）つぐなって埋め合わせること （日本国語大辞典）  

死
亡
事
故
発
生 

死
亡
保
険
金
支
払 

保
険
加
入
者 

保
険
会
社 

保険契約 
火
災
事
故
発
生 

火
災
保
険
金
支
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金銭給付は、保障・補償の提供 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
保険は加入した後、金銭給付がなされる。

死亡の際に、生命保険では死亡保険金が支払われる

火事の際には、火災保険から火災保険金が支払われる
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2  保険の種類 
(2) 多種多様な保険種類 

例えば、損害保険協会が発行す
るファクトブックには、個人の生活
に関係する事故として、くるまの
事故、すまいの事故、からだに関
する事故、レジャーの事故などを
挙げている。 

偶然な事故に応じて、保険が存
在する。偶然な事故毎の保険種
類が存在しうる。 

・保険が対象にする事故は多くある 
（
出
典
：
日
本
損
害
保
険
協
会
発
行
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
２
０
１
０
） 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
保険が必要となるとき：個人
保険に入るきっかけは事故に備えようとすること。
　このスライドでは、
　　　・車を買った
　　　・旅行に行く
　　　・家を建てた（買った）
　　　・病気・怪我に備えたい
　　　・他人にケガを負わせたり、モノに損害を与えた場合に備えたい
　などが取り上げられている。
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2  保険の種類 
(2) 多種多様な保険種類 

・企業の運営、事業体の業務遂
行に関する事故も保険の対象 （

出
典
：
日
本
損
害
保
険
協
会
発
行
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
２
０
１
０
） 

例えば、損害保険協会が発行す
るファクトブックには、事業活動に
関係する事故として、くるまの事
故、建物財物の事故、売上利益
に関する事故、輸送の事故、損
害賠償の事故などを挙げている。 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
保険が必要となるとき：企業・法人（事業体）
保険に入るきっかけは事故に備えようとすること。
　このスライドでは、
　　　・車を所有
　　　・建物・財物を所有（建物と建物に収納されるものとは保険上区分される）
　　　・火災事故などで売上と利益が減少する
　　　・輸送中の事故（陸上・海上）
　　　・第三者の身体障害、モノの毀損により賠償する必要が生じた場合に備えたい
　などが取り上げられている。
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2  保険の種類 
(2) 多種多様な保険種類 

生命保険は、主として死亡事故が対象 

生命保険にはたくさんの種類がある（生命保険文化センターのＨＰの説明例） 

（出典:http://www.jili.or.jp/knows_learns/basic/needs.html）  

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生命保険に入るきっかけ・　
　・結婚した子供が生まれた
　・老後の生活資金を確保したい
　・病気・怪我に備えたい
　・介護に備えたい
　・子供の教育資金を確保したい

生命保険の種類
定期保険　ある決まった期間内の死亡に対して支払う
収入保障保険　ある決まった期間内の死亡に対して一時金でなく年金として支払う
終身保険　生涯の期間の死亡に対して支払う

変額保険　支払われる保険金の額が保険会社の運用実績に応じて変化する

養老保険　期間中の死亡と満期時の生存のいずれかに対して支払う



9 

 
 

2  保険の種類 
(3) 保険法と生命保険・損害保険 

保険契約を規整する保険法では、生命保険・損害保険を明確に定義している 

対象となる偶然な事故 給付方法 
生命保険 人の死亡、ある時点での生存  定額給付 

（損害の額に関係なく支払） 

損害保険 損害を起こさせる偶然な事故 損害填補 
（損害の額に応じて支払）  

生命保険における生存保険金 
  
 保険期間の満期時に生存→満期保険金  
 
 ある一定時点で生存していることを条件に毎   
 年支払い→年金 
 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生命保険と損害保険の基本
基本は、偶然な事故に対して金銭を支払うことによって、保障・補償を提供する
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2  保険の種類 
(4) 第三分野の保険 

傷害保険・医療保険・介護保険： 
 ケガ、病気になったときに要介護になったときに定額給付する保険 
      

答
え 

問
い 生命保険でも損害保険 

でもない。生命保険（第 
一分野）でも損害保険（ 
第二分野）でもない、第 
三分野の保険 

定額給付する保険で、「人の死亡・ある時点での 
生存」（生命保険の事故）以外の事故を対象に 
する場合、生命保険（第一分野）か 
損害保険（第二分野）か？ 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 
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2  保険の種類 
(4) 第三分野の保険 

・生命保険会社も損害保険会社も第三分野の保険を取り扱っている 
保険会社 扱っている保険 

生命保険会社 生命保険 
第三分野の保険  

損害保険会社  損害保険 
第三分野の保険  

・傷害保険・医療保険・介護保険などが第三分野の保険 

実務的には傷害保険・医療保険・介護保険の全てが第三分野の保険 
理論的には、これらの保険のうち定額給付の保険が、傷害疾病定額保険約（ 
人の傷害疾病に関し定額給付を行う保険）。損害填補を行う保険は損害保険 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 



12 

2  保険の種類 
(5) 個人保険と法人・企業保険（または団体保険） 

保険加入する者、保険の対象となる者によって保険の種類は異なる 

法人・企業保険 
  企業などの法人が契約者となり保険に加入 

個人保険 
  個人が保険会社と個々に契約して保険に加入 
 

団体保険 
 企業などの法人が契約者となりその従業員が保険に加入する 
   例 企業福利厚生保険 
 団体が契約者となり、団体の構成員が保険に加入する 
   例 同窓会が契約者となり、会員が保険に加入 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
個人保険と法人・企業保険は、別の保険種類と考えられている。
また、保険市場も多くの国で別の市場と考えられている。


団体保険は生命保険では個人とは別の保険市場と考えられている。
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2  保険の種類 
(６) 民間保険と社会保険 

市場で取引される民間保険以外に社会保険もある 
民間保険 事例 生命保険・海上保険・火災保険 
   当事者が任意に加入する場合がほとんど  
社会保険 事例 健康保険・労災保険・厚生年金保険・雇用保険 
   加入は強制または当然適用（反対は、任意適用）  

民間保険 社会保険 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
社会保険
　　社会政策上の目的を達成するために保険技術を用いる保険
　　　例：厚生年金保険制度、国民年金保険制度、健康保険制度、介護保険制度、労働者災害補償保険

・社会保険の特徴
　・ 社会保険；強制保険・当然適用　←→　民間保険；任意保険
　　・ 社会保険＝法律を制定して被保険者（適用範囲）、保険料（拠出）、保険金（給付水準、内容）が定まる
　　　　←→　民間保険；任意保険＝法律を制定することなく契約によって決まる
・民間保険と社会保険の違い
　　・社会保険：所得の再分配機能　資産のある者が、現在所得がない失業者・年金受給者などのために支払う
　　　　　健康な者が、疾病を患っている者に対する保険給付の財源を負担する　
・民間保険と社会保険との関係・接点
　	一般的な議論：公私分担論　私的保険である民間保険は、公的保険である社会保険を補完する役割
　　　　・年金保険における公的保険、企業年金保険、個人保険（三層構造）「日本の年金保険の基本　　　
　　　　　構造は、老後の所得保障を目的として、公的年金、企業年金、個人年金の3本柱（3層構造）
　　　　　によって構成されている」（下和田功編「はじめて学ぶリスクと保険〔第3版〕」（有斐閣　2010年）
　　　　・自賠責保険の上乗せの任意自動車保険
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©２０１１年 損保ジャパン総合研究所 

3  基本用語・当事者 
(１) 保険料と保険金 

保険加入（保険契約）に伴う金銭のやりとり 

 

保険契約者  

保険会社 
 保険契約 

保険料 

保険金 

保険金受取人 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・保険に入る、保険を付ける　＝　保険契約をする

・保険料と保険金
　　　　保険料は、保険を利用する料金　掛け金とも言われる
　　　　保険金は、保険からの金銭給付
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(２) 保険の当事者 

保険金 

保険 
契約
者 

 

保険
会社 

保険金受取人 被保険者 
保険の対象 

生命保険：人の生死に関して保障 

保険契約 

損害保険：損害を補償 

保険金 

保険 
契約
者 

 

保険
会社 

被保険者 家屋・自動車等 
保険の対象 

保険契約 

上智大学経済学部「保険論」                            ２０１3年度前期 第１回 ４月18日   

3  基本用語・当事者 

©２０１3年 損保ジャパン総合研究所 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・生命保険と損害保険で、用語が違っている。

保険契約者
　　　　自分の名前で、保険契約をする者


被保険者　
　　　　損害保険の被保険者：　火事などの事故によって損害を被る可能性がある者
　　　　　　→保険金を請求できる者
　　　　生命保険の被保険者：　その人の死亡が生命保険の対象となっている者
　　　　　　→保険金を請求できる者ではない

保険金受取人
　　　　保険金を請求し、受け取ることができる者

　　　　損害保険では被保険者だが、生命保険では被保険者ではなく生命保険契約を
　　　　締結する際指定することが一般的である。
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